
厚
木
市
で
は
、
旧
施
設
の
老
朽
化
に
伴

い
２
０
１
９
年
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
た
新
た
な
【
厚
木
市
北
部
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
】
が
、
２
０
２
２
年
９
月
よ
り
稼

働
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
厚
木
市
初

の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
注
１
）

事
業
で
整
備
さ
れ
た
延

べ
床
面
積
３
９
８
８
㎡
の
鉄
骨
造
２
階
建

て
の
施
設
で
す
。

調
理
能
力
は
１
日
最
大
７
０
０
０
食
の

供
給
能
力
を
持
ち
、
厚
木
市
内
全
中
学
校

13
校
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー

の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、
文
部
科
学
省

『
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
』
お
よ
び

『
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
注
２
）

』
基
準
に
適
合
し

た
衛
生
管
理
の
徹
底
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
細
菌
の
増
殖
を
防
ぐ

た
め
、
床
を
乾
い
た
状
態
に
す
る
ド
ラ
イ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
②
食
材
の
受
け
入
れ

か
ら
調
理
・
配
送
ま
で
の
動
線
が
一
方
向

に
な
る
よ
う
各
部
屋
を
配
置
。
食
材
の
検

収
や
下
処
理
を
行
う
「
汚
染
区
域
」
と
調

理
を
行
う
「
非
汚
染
区
域
」
を
明
確
に
区

分
け
し
、
細
菌
の
汚
染
度
が
高
い
も
の
が

汚
染
度
の
低
い
も
の
に
接
触
す
る
交
差
汚

染
を
防
ぐ
。
③
調
理
後
２
時
間
以
内
（
注
３
）

に
生
徒
が
給
食
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
最

新
の
調
理
機
器
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
負
荷
軽
減
へ
の
取
り
組
み

も
行
っ
て
お
り
、
①
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
、
低
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）

型
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
、
省
エ
ネ
効
果
が
高
い

機
器
を
導
入
。
②
室
温
が
高
く
な
る
調
理

室
に
お
い
て
は
、
置
換
空
調
方
式
（
注
４
）

を
採
用
し
、
従
来
の
方
式
と
比
較
し
て
年

間
約
17
ｔ
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
。
③
使
用
済
み

食
用
油
は
、
次
世
代
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
（
注
５
）

と
し
て
資
源
化
し
、
給
食
配

送
車
燃
料
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
２
階
の
展
示
ホ
ー

ル
に
は
、
エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
や
調
理
窯
を
実

際
に
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て

お
り
、
煮
炊
き
調
理
室
を
眺
め
る
こ
と
が

で
き
る
見
学
窓
や
調
理
実
習
室
を
設
け
、

給
食
を
教
材
に
活
用
し
た
食
育
学
習
が
行

え
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
施
設
の
調
理
設
備
が
使

用
不
可
能
の
場
合
で
も
、
常
備
す
る
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
と
３
基
の
災
害
用
煮
炊
き
窯
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
１
日
最
大
２
０
０
０

食
の
炊
き
出
し
が
可
能
で
す
。

私
た
ち
が
納
め
て
い
る
税
金
は
、
次
世

代
を
担
う
中
学
校
生
徒
に
安
心
・
安
全
で

お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
い

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
公
共
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
手
法
の
一
つ
で

す
。
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・
技
術
力
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）

を
活
用
し
、
公
共
施
設
等
の
設
計
・
建
設
・
改
修
・
更
新

や
維
持
管
理
・
運
営
を
行
う
公
共
事
業
の
手
法

（
注
２
）
食
品
の
原
料
受
け
入
れ
か
ら
製
造
・
出
荷
ま
で

の
全
て
の
工
程
に
お
い
て
、
危
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た

め
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
継
続
的
に
監
視
・
記
録
す
る
衛
生

管
理
手
法

（
注
３
）
調
理
後
に
細
菌
が
付
着
し
て
い
た
場
合
、
２
時

間
を
超
え
る
と
急
激
に
細
菌
が
増
殖

（
注
４
）
空
気
の
密
度
差
を
利
用
し
て
、
壁
面
か
ら
下
部

に
冷
気
を
送
り
、
熱
の
上
昇
気
流
を
利
用
し
て
熱
気
を
上

部
に
集
め
、
効
率
的
に
換
気
す
る
方
式

（
注
５
）
市
販
軽
油
と
同
じ
分
子
構
造
の
た
め
、
軽
油
と

同
じ
よ
う
に
一
般
車
両
に
使
用
可
能

◆
第

17
回
地
域
ふ
れ
あ
い
講
演
会

毎
年
、
著
名
人
を
招
い
て
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
講
演
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
昨
年
10
月
19
日
に
は
、
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
福
澤

朗

氏
を
招
き
「
NO
チ
ャ

レ
ン
ジ
NO
ラ
イ
フ
！
地
域
や
社
会
を
活
性

化
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
を
テ
ー

マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
併
用
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
テ
ン
ポ
の
良
い
話
で
大
変
好
評
で

し
た
。

◆
租
税
教
室
の
運
営
協
力

女
性
部
会
と
青
年
部
会
は
、
租
税
教
育

活
動
の
一
環
と
し
て
、
厚
木
税
務
署
と
協

力
し
、
管
内
の
小
学
校
（
厚
木
・
愛
川
・

清
川
）
の
租
税
教
室
に
お
い
て
講
師
を
務

め
、
児
童
た
ち
に
税
の
役
割
や
大
切
さ
に

つ
い
て
の
意
識
と
理
解
を
高
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
租
税
教
育
用
の
下
敷
き
を
配
付

源
泉
部
会
は
、
納
税
意
識
の
向
上
の
た

め
、
管
内
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に
、
租

税
教
育
用
の
下
敷
き
（
約
２
８
０
０
枚
）
を

配
付
し
て
い
ま
す
。
税
金
の
役
割
り
や
使

わ
れ
方
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
下
敷
き
で
、

先
生
や
児
童
た
ち
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

◆
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

女
性
部
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
税
の
大

切
さ
や
税
の
果
た
す
役
割
な
ど
、
理
解
と

関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
管
内
の
小

学
生
を
対
象
に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
税

金
で
造
ら
れ
て
い
る
建
物
・
施
設
、
税
金

で
行
わ
れ
る
仕
事
な
ど
の
「
税
の
絵
は
が

き
」
を
募
集
し
て
、
今
回
も
多
く
の
作
品

が
集
ま
り
ま
し
た
。

入
湯
税
は
、
入
湯
施

設
の
利
用
と
市
町
村
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
の
関

連
に
着
目
し
、
鉱
泉
浴

場
所
在
の
市
町
村
が
課

す
る
目
的
税
で
す
。

そ
の
使
途
は
、
環
境

衛
生
施
設
の
整
備
、
鉱

泉
源
の
保
護
管
理
施
設

の
整
備
、
消
防
施
設
そ

の
他
消
防
活
動
に
必
要

な
施
設
の
整
備
、
観
光

の
振
興
（
観
光
施
設
の

整
備
を
含
む
）
に
要
す

る
費
用
に
充
て
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
入
湯
税
収
入
額
の
多
い
市
町
村
】

入
湯
税
の
税
率
は

市
町
村
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
入
湯

税
を
徴
収
す
る
市
町

村
の
９
割
が
標
準
税

率
（
１
５
０
円
）
を
採

用
す
る
こ
と
か
ら
、

入
湯
税
収
入
の
多
寡

は
「
人
気
の
温
泉
地
」
を
図
る
指
標
の
１

つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
入
湯
税
は
９
８
９

市
町
村
が
課
税
し
て
い
ま
す
が
、
上
位
10

市
町
村
で
日
本
全
体
の
入
湯
税
収
入
（
２

２
４
億
９
７
７
３
万
２
千
円
）
の
16
．
４

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
税
金
は

こ
ん
な
と
こ
ろ
に

い
き
て
い
る

厚
木
市
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

公益社団法人 厚木法人会 2023年（令和5年）1月15日発行 第26号（81,500部）

法人会は「健全な経営、正しい納税、社会に貢献」を柱として活動する経営者の団体です。

ものしりＴＡＸ

【 入湯税 】

地
域
に
密
着
し
た
法
人
会
活
動

▲厚木市北部学校給食センター（写真提供／厚木市）

1.課税団体 鉱泉浴場所在の市町村

2.課税客体 鉱泉浴場における入湯行為

3.税率 1人1日150円を標準とする

4.徴収方法
旅館等が特別徴収義務者として、入湯客から入

湯税を徴収し、市町村に納入

5.使途

環境衛生施設の整備

鉱泉源の保護管理施設の整備

消防施設その他消防活動に必要な施設の整備

観光の振興（観光施設の整備を含む）

総務省ホームページより

入湯税収入額の多い市町村ベスト５（2019年度）

順位 市町村名 都道府県 主な温泉地 入湯税(千円)

１ 箱根町 神奈川県 箱根温泉郷 620,737

２ 別府市 大分県 別府温泉郷 465,010

３ 熱海市 静岡県 熱海温泉 464,746

４ 札幌市 北海道 定山渓温泉 387,698

５ 日光市 栃木県
鬼怒川温泉・川治温泉・

湯西川温泉・奥鬼怒温泉
366,820

総務省資料（2019年度決算）をもとに作成



■
ス
マ
ホ
で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
も
、
ご
自
宅
か
ら
の
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
混
雑
す
る
会

場
で
並
ん
だ
り
申
告
書
を
郵
送
す
る
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

⑴
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
に
ア
ク
セ
ス

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
作
成

で
き
ま
す
。

⑵
申
告
書
等
を
作
成

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入

力
す
る
だ
け
で
申
告
書
な
ど
が
作
成
で
き

ま
す
。
自
動
計
算
な
の
で
計
算
誤
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。

⑶
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
し
て
提
出

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
送
信

読
取
対
応
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。②

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
送
信

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
事
前
の
届
出

が
必
要
で
す
。
申
告
さ
れ
る
ご
本
人
が
顔

写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
の

上
、
事
前
に
税
務
署
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
は
暫
定
的
な
対
応
で
す
）

■
申
告
書
作
成
会
場

開
設

２
月
６
日
（
月
）
～
３
月
15
日
（
水
）

※

土
、
日
及
び
祝
日
を
除
く
。

た
だ
し
、
２
月
19
日
及
び
２
月
26
日
の

日
曜
日
は
開
場
し
ま
す
。

相
談
受
付

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

「
入
場
整
理
券
」
を
配
付
し
ま
す
。
「
入

場
整
理
券
」
の
配
付
状
況
に
応
じ
て
受
付

を
早
く
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
「
入
場
整
理
券
」
は
、
当
日
、
会

場
で
配
付
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

で
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

友
だ
ち
追
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
事
前

に
日
時
指
定
の
入
場
整
理
券
を
入
手
で
き

ま
す
。

問
合
せ
先

厚
木
税
務
署

電
話
（
２
２
１
）
３
２
６
１
（
代
表
）

市
町
村
民
税
・
県
民
税
の
申
告
期
限
は

３
月
15
日
ま
で
で
す
の
で
、
お
早
め
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
記
入
と
本
人
確
認
書
類

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
⑴
ま
た
は
⑵
い
ず

れ
か
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

⑴

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）

⑵

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
＋
身
元
確
認

書
類
（
写
真
表
示
の
無
い
身
元
確
認
書

類
の
場
合
は
２
点
必
要
で
す
。
）

◆
厚
木
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
の
受
付
は
２

月
１
日
（
水
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
が

必
要
な
方
は
、
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
必

要
書
類
を
添
付
し
て
、
郵
送
又
は
市
民
税

課
（
本
庁
舎
２
階
５
番
窓
口
）
に
持
参
さ

れ
る
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
を

作
成
・
送
信
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
公
民
館
（
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
）
で
申
告
相
談
を
開
設
し
ま
す
。
各

公
民
館
の
受
付
の
詳
し
い
日
程
等
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
１
月
15
日

発
行
の
広
報
あ
つ
ぎ
特
別
号
「
市
民
税
・

県
民
税
申
告
お
知
ら
せ
号
」
で
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

例
年
、
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
郵
送
又
は
電
子
で
の
提
出
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
市
民
税
課
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

厚
木
市
役
所
市
民
税
課

電
話
（
２
２
５
）
２
０
１
０
（
直
通
）

※
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
・
申
告
等

は
、
厚
木
税
務
署
へ
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
税
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
】

安
心
・
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座

振
替
の
ほ
か
に
コ
ン
ビ
ニ
納
付
、
ペ
イ
ジ
ー

納
付
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ

ｙ
等
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
納
付
も

で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

厚
木
市
役
所
収
納
課

電
話
（
２
２
５
）
２
０
２
０
（
直
通
）

◆
愛
川
町
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
相
談
会
の
詳
し
い
日
程
、
会

場
な
ど
は
２
月
発
行
の
広
報
紙
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

愛
川
町
役
場

税
務
課

町
民
税
班

電
話
（
２
８
５
）
６
９
１
５
（
直
通
）

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
納
税
が
で
き
ま
す
】

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
決
済
サ
ー
ビ
ス

「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」、
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
ａ
ｙ
」
、

「
Ｐ
ａ
ｙ

Ｂ
」
、
「
は
ま
Ｐ
ａ
ｙ

」
、
「
ゆ
う

ち
ょ
Ｐ
ａ
ｙ

」
か
ら
、
町
税
な
ど
の
納
付

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

愛
川
町
役
場

税
務
課

収
納
班

電
話
（
２
８
５
）
６
９
１
７
（
直
通
）

◆
清
川
村
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
等
を
除
く
）
の
間
は
、
簡
易
な

確
定
申
告
（
給
与
・
年
金
所
得
な
ど
簡
易

な
申
告
の
み
）
の
受
付
・
相
談
も
併
せ
て

行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

清
川
村
役
場

税
務
住
民
課

課
税
係

電
話
（
２
８
８
）
３
８
５
９
（
直
通
）

【
村
税
の
口
座
振
替
の
利
用
に
つ
い
て
】

村
税
な
ど
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
は
、

村
指
定
の
金
融
機
関
お
よ
び
役
場
で
簡
単

に
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

清
川
村
役
場

税
務
住
民
課

収
納
係

電
話
（
２
８
８
）
３
８
５
９
（
直
通
）

当
会
で
は
、
税
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
「
税
の
標
語
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
税
の
こ
と
を

考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
入
賞

者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
是

非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

《
賞
》

最
優
秀
賞
（
１
点
）
…
ク
オ
カ
ー
ド
１
万
円

優

秀

賞
（
１
点
）
…
ク
オ
カ
ー
ド
５
千
円

佳

作
（
３
点
）
…
ク
オ
カ
ー
ド
３
千
円

【
応
募
方
法
】

作
品
（
一
人
一
点
）
に
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
郵
送
も
し
く

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
メ
ー

ル
で
３
月
末
日
ま
で
に
左

記
の
応
募
先
（
厚
木
法
人

会
）
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

１
．
国
際
観
光
旅
客
税
の
概
要

２
０
１
９
年
１
月
７
日
か
ら
日
本
で
も

国
際
観
光
旅
客
税
の
適
用
が
ス
タ
ー
ト
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
税
金
は
観
光
先
進
国
実

現
に
向
け
た
観
光
基
盤
の
拡
充
・
強
化
を

図
る
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

基
本
的
に
は
、
飛
行
機
や
船
舶
で
日
本

を
出
国
す
る
際
に
課
せ
ら
れ
る
国
税
で
、

一
部
の
例
外
を
除
き
、
日
本
人
だ
け
で
な

く
訪
日
観
光
客
で
あ
っ
て
も
国
籍
を
問
わ

ず
出
国
１
回
に
つ
き
一
律
１
０
０
０
円
が

徴
収
さ
れ
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
航
空
会

社
等
の
国
際
旅
客
運
送
事
業
者
が
、
チ
ケ
ッ

ト
代
金
や
ツ
ア
ー
代
金
に
上
乗
せ
す
る
な

ど
の
方
法
で
徴
収
さ
れ
ま
す
。
国
際
観
光

旅
客
税
は
出
国
税
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、

す
で
に
日
本
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
導
入

し
て
い
る
国
が
多
く
あ
り
ま
す
。

米
国
は
ビ
ザ
な
し
で
渡
航
す
る
外
国
人

に
対
し
て
「
電
子
渡
航
認
証
シ
ス
テ
ム

（
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
）
」
の
申
請
を
義
務
付
け
し
、

手
数
料
と
し
て
14
ド
ル
（
約
２
０
０
０
円
）

を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
EU
で
も
２

０
２
３
年
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
版
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

と
し
て
事
前
渡
航
認
証
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ａ
Ｓ
）
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

２
．
国
際
観
光
旅
客
税
の
非
課
税
等

次
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
場
合
は
、
国

際
観
光
旅
客
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
２
歳
児
未
満
の
乳
幼
児

・
乗
継
旅
客

・
飛
行
機
や
船
の
乗
員

・
天
候
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
情
で
日
本

に
立
ち
寄
っ
た
者

３
．
国
際
観
光
旅
客
税
の
使
い
道

国
際
観
光
旅
客
税
は
下
記
の
目
的
に
使

わ
れ
て
お
り
、
主
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
に
向
け
た
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
快
適
に
旅
行
が

で
き
る
環
境
の
整
備

②

我
が
国
の
多
様
な
魅
力
に
関
す
る
情

報
入
手
の
容
易
化

③

地
域
固
有
の
文
化
、
自
然
等
を
活
用

し
た
観
光
資
源
の
整
備
等
に
よ
る
地
域

で
の
体
験
滞
在
の
満
足
度
向
上

厚
木
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

話
の
ネ
タ
に
！

【
国
際
観
光
旅
客
税
】

市
町
村
か
ら
の
お
知
ら
せ

〒243-0017

厚木市栄町一丁目16番15号

公益社団法人 厚木法人会

電 話（２２１）１０５５

ＦＡＸ（２２２）３８０８

E-mail info@a-net.or.jp

【応募先】

国税の申告と納税は
e-Tax（イータックス）

地方税の申告と納税は
eＬTAX（エルタックス）

申告と納税はインターネットで

●
税
の
標
語
を
募
集
中
●

入湯税について、文章の（ ）に入る言葉の正しい組み合わせは、

ＡからＣのうちどれでしょう？

入湯税は、入浴施設の利用と市町村の行政サービスとの関連に

着目し、鉱泉浴場所在の市町村が課する（①）です。

入湯税の税率は市町村によって異なりますが、入湯税を徴収す

る市町村の（②）割が標準税率（③）円を採用することから、入

湯税収入の多寡は『人気の温泉地』を図る指標の１つと考えられ

ます。

入湯税は（④）市町村が課税していますが、上位10市町村で日

本全体の入湯税収入（224億9773万2千円）の（⑤）％を占め

ています。ちなみに全国の市町村の数は1,718市町村（市792

町743 村183 ※ 平成30年10月１日現在、総務省HPより）

です。

入湯税は全国の市町村の半数以上が徴収され目的税として、い

かされているのですね。

Ａ ①目的税 ②8 ③150 ④989 ⑤50

Ｂ ①公的税 ②9 ③250 ④898 ⑤16.4

Ｃ ①目的税 ②9 ③150 ④989 ⑤16.4

【応募方法】

ハガキに答えと氏名、住所を明記のうえ、郵送で２月15日まで

に左記の応募先（厚木法人会）へお送りください。正解者の中か

ら抽選で50名の方に粗品を進呈いたします。

●ぜいきんクイズ●

『確定申告書等作成コーナー』

にアクセス！

スマホで撮影する

だけで自動入力！

給与所得の源泉徴収票を

スマホで読み取り！

＼パシャリ／

国 税額(現地通貨) 税額(日本円)

日本 1,000円 1,000円

韓国 10,000ウォン 約970円

香港 120香港ドル 約1,660円

タイ 700バーツ 約2,380円

カンボジア 25ドル 約2,720円

オーストラリア 60AUD 約4,700円

イギリス 13～156ポンド 約1,800～21,256円

2019年１月のレート

～ 航空機を利用する場合のイメージ図 ～

「航空運賃」＋「国際観光旅客税」 「航空運賃」＋「国際観光旅客税」

航空券 航空券の販売委託

「航空運賃」＋「国際観光旅客税」

航空券

「国際観光旅客税」

出国する方

(納税義務者)

旅行会社

航空会社

(特別徴収義務者)

税務署等

法
人
会
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
け
ん
た
」


